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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 2,031 2.6 0 ― 33 ― 32 ―

29年３月期第２四半期 1,979 △10.6 △27 ― △4 ― △19 ―

(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 109百万円 ( ―％) 29年３月期第２四半期 △39百万円 ( ―％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 2.17 ―

29年３月期第２四半期 △1.28 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 6,083 3,843 63.2

29年３月期 6,043 3,748 62.0

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 3,843 百万円 29年３月期 3,748 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― ― ― 1.00 1.00

30年３月期 ― ―

30年３月期(予想) ― ― ―

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※ 平成30年３月期(予想)の期末配当金については、未定であります。

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,300 4.1 40 237.7 85 57.3 75 886.3 4.99

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ― 社 (社名) ― 、除外 ― 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 15,400,000株 29年３月期 15,400,000株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 384,861株 29年３月期 384,321株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 15,015,448株 29年３月期２Ｑ 15,017,375株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

2.平成30年３月期の配当金につきましては、現時点では未定とさせていただきます。今後の事業推移や業績見通しを

勘案の上で、決定次第速やかに開示を行う予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、世界経済の回復とそれに因る企業収益の改善により景気は緩やかに拡

大しているものの、米国政権の政策動向や朝鮮半島情勢などが懸念されるため、依然として先行き不透明要因が残る

中で推移しました。

このような情勢のもと、当社グループは、中期経営計画「Innovation & Progress for 2019」に基づき、高付加価

値事業の実現、原価構造の改革によるコスト削減、既存機能の活性化などの事業戦略に取り組むとともに、より質の

高い物流サービスを提案、お客様ニーズにフレキシブルに対応する一方、新規のお客様や新規貨物の誘致勧誘を行う

などの積極的な営業活動を推進しました。

以上により、当第２四半期連結累計期間の売上高は20億３千１百万円となり、前年同期に比べ５千２百万円、2.6％

の増収となりました。

一方、売上原価につきましては、化学品センターの本格稼動に伴う人件費の増加や新たに用地を確保したことによ

る借地料の増加などにより、18億１千９百万円となり、前年同期に比べ３千６百万円、2.0％の増加となりました。ま

た、販売費及び一般管理費については、人員配置の適正化に努めたことなどによる人件費の減少などにより、２億１

千１百万円となり、前年同期に比べ１千２百万円、5.5％の減少となりました。

当第２四半期連結累計期間の営業利益につきましては、第１四半期における納入先の定期修理等による取扱数量の

減少の影響はありましたが、59万１千円（前年同期は、２千７百万円の営業損失）となりました。経常利益につきま

しては、受取配当金を収受したことにより、３千３百万円（前年同期は、４百万円の経常損失）となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、３千２百万円（前年同期は、１千９百万円の親会社株主に帰

属する四半期純損失）となりました。

セグメント別の営業の概況は、次のとおりです。

（ばら貨物セグメント）

ばら貨物については、石炭の取扱数量が前年同期に比べ減少しましたが、コークスや工業用塩などの増加により、

ばら貨物セグメントの売上高は10億７千７百万円となり、前年同期に比べ４百万円、0.5％の増収となりました。

（液体貨物セグメント）

液体貨物については、燃料用の重油の荷動きは低調に推移しましたが、原料として使用される工業原料油などの

荷動きは好調に推移しました。化学品については、酢酸の荷動きが好調であったほか、新規貨物の取扱を開始しま

した。以上により、液体貨物セグメントの売上高は４億６千８百万円となり、前年同期に比べ２千４百万円、5.4％

の増収となりました。

（物流倉庫セグメント）

物流倉庫については、取扱数量の減少により冷蔵倉庫の売上高は減少したものの、前年同期に休止していた化学

品センターの稼働により、物流倉庫セグメントの売上高は４億７千２百万円となり、前年同期に比べ２千３百万円、

5.1％の増収となりました。

（その他のセグメント）

その他のセグメントの売上高については、売電事業により、前年同期並みの１千３百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は60億８千３百万円となり、前連結会計年度末に比べて４千万円増加しま

した。これは借地料の支払などにより現金及び預金が減少したものの、当社敷地の借地料に係る前払費用（流動資

産その他）が増加したほか、新たに賃借を開始したばら貨物用地に係る借地権を計上したことなどにより無形固定

資産が増加するなどしたことによるものです。

負債合計につきましては、買掛金が増加したものの、長期借入金の約定弁済が進み残高が減少したことなどから、

前連結会計年度末に比べて５千４百万円減少し、22億３千９百万円となりました。

純資産合計につきましては、その他有価証券評価差額金の増加などにより前連結会計年度末に比べて９千４百万

円増加し、38億４千３百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは前払費用の増加額などにより

５千９百万円の資金減少となりました。投資活動によるキャッシュ・フローでは有形固定資産及び無形固定資産の

取得による支出などにより２億９百万円の資金減少となりました。財務活動によるキャッシュ・フローでは、２億

５百万円の資金減少となりました。これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資

金」という）は６億８千３百万円となり、前連結会計年度末に比べて４億７千４百万円減少しました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローでは、５千９百万円の資金減少（前年同期は３億４千５百万円の資金減

少）となりました。これは減価償却費を１億１千４百万円計上したほか、仕入債務の増加額が１億７百万円とな

るなどしたものの、前払費用の増加額が２億９千３百万円となったことなどによるものです。なお、前払費用に

ついては、当社敷地に係る借地料の下半期６ヶ月分（10～３月分）を９月に支払っております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローでは有形固定資産の取得による支出を１億１千７百万円、無形固定資産の

取得による支出を１億１千５百万円行ったことなどから２億９百万円の資金減少（前年同期は９千７百万円の資

金減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローでは短期借入金及び長期借入金の返済による支出が１億７千３百万円、配

当金の支払額が１千４百万円あるなどしたため２億５百万円の資金減少（前年同期は１億５千４百万円の資金減

少）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成29年５月12日の決算短信で公表いたしました連結業績予

想に変更はございません。ただし、修正の必要がある場合は速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,157,726 683,017

売掛金 412,743 436,385

有価証券 40,000 50,000

貯蔵品 21,560 24,441

その他 348,621 611,302

貸倒引当金 △5,085 △4,854

流動資産合計 1,975,566 1,800,293

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 987,641 990,244

その他 508,842 514,879

有形固定資産合計 1,496,484 1,505,123

無形固定資産

のれん 3,799 2,849

その他 181,157 294,856

無形固定資産合計 184,956 297,705

投資その他の資産

投資有価証券 1,896,489 1,978,850

その他 489,770 501,404

投資その他の資産合計 2,386,259 2,480,254

固定資産合計 4,067,700 4,283,083

資産合計 6,043,267 6,083,377

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 208,072 315,802

短期借入金 20,000 -

1年内返済予定の長期借入金 318,858 281,378

未払法人税等 6,138 9,971

賞与引当金 38,018 36,202

その他 197,366 208,552

流動負債合計 788,452 851,907

固定負債

長期借入金 745,882 630,288

役員退職慰労引当金 77,283 57,762

環境対策引当金 58,751 55,899

退職給付に係る負債 2,672 3,108

資産除去債務 20,965 21,122

その他 600,482 619,703

固定負債合計 1,506,037 1,387,884

負債合計 2,294,490 2,239,792
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 770,000 770,000

資本剰余金 365,161 365,161

利益剰余金 1,933,266 1,950,829

自己株式 △54,874 △55,025

株主資本合計 3,013,552 3,030,965

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 735,224 812,620

その他の包括利益累計額合計 735,224 812,620

純資産合計 3,748,776 3,843,585

負債純資産合計 6,043,267 6,083,377
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 1,979,371 2,031,372

売上原価 1,783,057 1,819,537

売上総利益 196,314 211,835

販売費及び一般管理費 223,627 211,243

営業利益又は営業損失（△） △27,313 591

営業外収益

受取利息 476 369

受取配当金 23,437 24,702

その他 7,518 17,873

営業外収益合計 31,433 42,945

営業外費用

支払利息 5,447 6,435

遊休設備費 3,126 3,137

その他 20 218

営業外費用合計 8,594 9,791

経常利益又は経常損失（△） △4,474 33,745

特別利益

保険解約返戻金 - 5,731

固定資産売却益 39 2,430

特別利益合計 39 8,162

特別損失

固定資産除売却損 142 3,952

減損損失 13,975 -

特別損失合計 14,117 3,952

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△18,551 37,956

法人税、住民税及び事業税 1,958 3,721

法人税等調整額 △1,310 1,655

法人税等合計 648 5,377

四半期純利益又は四半期純損失（△） △19,200 32,578

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△19,200 32,578
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △19,200 32,578

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20,795 77,395

その他の包括利益合計 △20,795 77,395

四半期包括利益 △39,996 109,974

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △39,996 109,974
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△18,551 37,956

減価償却費 122,263 114,652

のれん償却額 949 949

減損損失 13,975 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △306 △231

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,412 △1,815

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 660 436

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 2,775 △5,958

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,800 △19,521

環境対策引当金の増減額（△は減少） △1,489 △2,851

受取利息及び受取配当金 △23,914 △25,071

支払利息 5,447 6,435

有形固定資産売却損益（△は益） △39 △2,430

保険解約損益（△は益） - △5,731

有形固定資産除売却損益（△は益） 142 3,952

売上債権の増減額（△は増加） 3,926 △23,642

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,139 △2,880

仕入債務の増減額（△は減少） △18,581 107,730

未払又は未収消費税等の増減額 △29,439 43,983

前払費用の増減額（△は増加） △279,739 △293,500

その他 △122,246 △15,283

小計 △348,919 △82,822

利息及び配当金の受取額 23,912 24,199

利息の支払額 △5,384 △6,458

法人税等の支払額 △14,988 5,524

営業活動によるキャッシュ・フロー △345,381 △59,556

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △43,747 △117,282

無形固定資産の取得による支出 △220 △115,200

投資有価証券の取得による支出 △34,918 -

その他 △18,207 22,509

投資活動によるキャッシュ・フロー △97,093 △209,972

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000 -

短期借入金の返済による支出 △20,000 △20,000

長期借入金の返済による支出 △152,160 △153,074

リース債務の返済による支出 △8,668 △8,310

自己株式の取得による支出 △102 △150

配当金の支払額 △14,960 △14,919

その他 △8,725 △8,725

財務活動によるキャッシュ・フロー △154,617 △205,180

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △597,110 △474,708

現金及び現金同等物の期首残高 1,028,076 1,157,726

現金及び現金同等物の四半期末残高 430,965 683,017

決算短信（宝印刷） 2017年10月27日 14時43分 10ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



櫻島埠頭株式会社(9353) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

― 9 ―

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

① 生産及び受注の状況

該当事項はありません。

② 販売実績

作業別売上実績をセグメント別に示すと次の通りであります。

　

セグメント

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 前連結会計年度
(平成28年4月～平成28年9月) (平成29年4月～平成29年9月) (平成28年4月～平成29年3月)

数量 金額 構成比 数量 金額 構成比 数量 金額 構成比
(千㌧・
千KL)

(千円) (％)
(千㌧・
千KL)

(千円) (％)
(千㌧・
千KL)

(千円) (％)

ばら貨物セグメント

　荷役業務 1,373 411,744 1,263 396,204 3,048 905,231

　海上運送業務 340 249,726 365 249,669 753 548,372

　野積保管業務 1,780 82,220 1,270 62,849 3,597 170,073

　倉庫保管業務 178 82,427 162 81,295 352 165,506

　陸上運送業務 159,035 189,826 322,899

　その他業務 86,941 97,233 191,431

計 1,072,097 54 1,077,079 53 2,303,515 56

液体貨物セグメント

　荷役業務 299 81,130 360 92,510 634 167,841

　保管業務 631 340,518 623 344,053 1,215 679,664

　陸上運送業務 - 255 102

　その他業務 22,501 31,414 62,959

計 444,150 22 468,233 23 910,567 22

物流倉庫セグメント

(化学品センター)

　荷役業務 - 16,276 7,284

　保管業務 - 30,516 12,452

　その他業務 - 2,314 848

　小計 (-) (-) (49,106) (2) (20,585) (0)

(低温倉庫)

　荷役業務 245,180 248,619 487,932

　保管業務 49,999 45,000 99,999

　その他業務 360 360 720

　小計 (295,540) (15) (293,979) (14) (588,652) (14)

(冷蔵倉庫)

　荷役業務 48,084 35,272 80,659

　保管業務 59,663 50,585 113,460

　陸上運送業務 4,993 2,277 8,393

　その他業務 863 940 2,145

　小計 (113,605) (6) (89,075) (4) (204,658) (5)

(食材加工施設)

　保管業務 40,143 40,143 80,286

　小計 (40,143) (2) (40,143) (2) (80,286) (2)

計 449,289 23 472,305 23 894,182 22

その他

　その他業務 13,835 1 13,754 1 21,495 0

合 計 1,979,371 100 2,031,372 100 4,129,761 100

液体貨物セグメント

　 品種別内訳

石油類 (263) (340,905) (77) (296) (338,284) (72) (559) (697,687) (77)

　白油 121 122,626 141 126,115 253 250,068

　重油 85 127,104 81 118,499 164 261,808

　工業原料油 34 65,248 50 67,215 85 131,192

　アスファルト 21 25,926 23 26,454 55 54,618

化学品類 (36) (103,244) (23) (63) (129,948) (28) (75) (212,880) (23)

計 299 444,150 100 360 468,233 100 634 910,567 100
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